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瑞穂町の概要

面積 １６．８５㎢
東西 ５．７６０㎞
南北 ６．１１５㎞
人口 ３３,６３２人 （H29.9.1)
世帯 １４,８８０世帯 (H29.9.1) 

東京都の市町村で比較すると・・・

４人以上の事業所数・・・・第３位
軽自動車の保有台数・・・・第１位
シクラメンの出荷数・・・・第１位



カワセミ

オオタカ フクロウ

ゲンジボタル

トウキョウサンショウウオ

オオムラサキ

ノコギリクワガタ カタクリ六道山公園展望塔

貴重な動植物たち



南西から見た横田基地と米軍機

Ｃ－１７ グローブマスター

Ｖ－２２ オスプレイ

Ｆ－１８ ホーネット Ｃ－１３０ ハーキュリーズ



瑞穂町図書館

開 館 昭和４８年１１月
面 積 １，０５３㎡
蔵書数 １２８，４５７冊
年間貸出数 ６７，７８９冊
年間利用者 １８，８６８人

※本館のみ 平成２８年度実績



瑞穂町郷土資料館 けやき館

開 館 平成２６年１１月
敷地面積 ３，９５０㎡
建物面積 ２，２０１㎡
構 造 鉄筋コンクリート
年間来館者 ３４，８８６人
延べ来館者 １０２，３０３人

※数字は平成２９年８月末実績



瑞穂町の地域資料デジタル化のキーワード

１．位置的不利の解消

２．見せ方の工夫

３．キラーコンテンツの発掘

４．ふるさと学習みずほ学

５．知の拠点としての
図書館・資料館



１．位置的不利の解消

３階 旧郷土資料館

２階 図書館

１階 図書館

・３階へ行くのにエレベーターなし
・展示環境の老朽化
・収蔵庫がいっぱい 等々

図書館と郷土資料館が近いというメリットも
あったが・・・

資料館の移転を決断



２．見せ方の工夫



被写体認証技術を使った表示方法



３．キラーコンテンツの発掘

瑞穂町が誇れる地域資料の収集

→ 他自治体との差別化

例えば・・・

○自然の宝庫、狭山丘陵に関する動植物写真
及び文献

○瑞穂町にお住まいだったミュージシャン
大瀧詠一さんに関する資料群

○米国空軍横田基地に関する資料群
等々





４．ふるさと学習 みずほ学

地域を知り 地域と関わり 地域で学び 地域でできることをする学び

① 「知る」学び…地域の自然・文化・歴史を探究します。

② 「関わる」学び…地域の皆さんと交流します。

③ 「する」学び…地域で「わたしにできること」を実践します。

○地域の自然、地域の伝統・文化・歴史、地域産業、地域の方々との
交流、国際交流、企業・高校等との交流、福祉、まちづくり、安全
安心等について学ぶ

○体験的な活動を通して、まちへの関心をもち、素晴らしさを知り、
まちのよさに誇りをもち、まちづくりのためにできることを実践し、
よりよいまちづくりに貢献する態度を養う

○次期学習指導要領の大きな柱である「主体的・対話的で深い学び」
の視点からの学びで、学習活動の質的転換を図り、思考力・判断力・
表現力を付ける
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５．知の拠点としての図書館・資料館

○地域資料の重要性を再認識

○デジタル化して終わりではない

○図書館と資料館はもとより、すべてと繋がる

○企画課でもない、観光課でもない、図書館
だから仕掛けることができる地域活性化



＋

可能性は無限大！！

最後に・・・


